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研究成果概要 

水中のラドン濃度を連続的に高感度で測定するため、2020 年度に製作された新しい水

用ラドン検出器の開発がすすめられた。高感度化の一環として、検出器自体のバックグ

ランドを低減するために、主要なバックグランド源である膜脱気モジュールの低バック

グラウンド化がすすめられた。膜脱気モジュールを部品ごとに細分化し、各部品から放

出されるラドン濃度の測定を行った結果、ステンレスハウジング部分から有意なラドン

が方移出されていることを確認した。ラドン検出器本体である 80Lステンレス容器の内

面に施されているのと同じ手法を用いて、膜脱気モジュールのステンレスハウジングに

ついて電解研磨処理を施し、ハウジング部品からのラドン放出が無視できるレベルまで

低減できたことを確認した。今後、このハウジング部品を用いて、膜脱気モジュールの

製作を行うことで、ラドン検出器自体からのバックグラウンドを < 1m Bq/m3 におさえ

る見込みがつけられた。一方で、膜脱気モジュールの位置を、より検出器のセンサー部

分に接近させることで検出効率を改善するための準備についても当初の予定通りにすす

められた。 
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